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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 78,519 66.8 1,193 ― 900 ― 769 ―
22年3月期第3四半期 47,061 △61.1 △1,094 ― △1,383 ― △1,777 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 18.63 18.29
22年3月期第3四半期 △43.04 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 53,988 17,908 32.7 428.00
22年3月期 49,695 17,411 34.6 416.23

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  17,676百万円 22年3月期  17,192百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 104,500 50.9 1,650 ― 1,260 ― 1,020 ― 24.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、本四半期決算短信（添付資料）P. 2「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 43,629,235株 22年3月期  43,629,235株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,329,460株 22年3月期  2,323,621株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 41,303,220株 22年3月期3Q 41,307,223株



（参考） 
平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

(％表示は対前期増減率) 

   
（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,400 43.6 840 97.1 800 134.3 250 ― 6.05
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当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日～平成22年12月31日)におけるわが国経済は、海外経済

の改善や政府の経済政策等を背景に企業収益の改善が見られ、景気は緩やかに回復基調へと転じてきま

した。しかしながら、足元の急激な円高・株安やデフレの進行などにより景気は足踏み状態となってお

り、先行きは不透明な状況で推移しました。 

こうした環境のもと、当社グループは、エコカー減税や補助金政策による効果で、大手需要家である

自動車メーカーの需要も回復基調となったものの、秋口以降補助金政策の終了前の駆け込み需要の反動

から低迷し、その影響により依然として厳しい状況で推移しました。 

当社グループの製品販売数量はリーマンショックによる影響からはやや回復いたしました。その結

果、当社グループの連結売上高につきましては、アルミニウム二次合金地金527億８千６百万円（前年

同期比56.9％増）、商品・原料他257億３千２百万円（前年同期比91.7％増）で、これらを併せた売上

高総額は785億１千９百万円（前年同期比66.8％増）となりました。なお、当社の生産実績につきまし

ては、アルミニウム二次合金地金357億２千２百万円(前年同期比41.3％増)となりました。また、当社

のアルミニウム二次合金地金の販売数量につきましては、16万９千トンと前年同期に比べ14.7％増とな

りました。 

収益面につきましては、販売数量は回復したものの、製品と原料の価格差の改善には至りませんでし

た。その中、タイ・マレーシアの子会社の業績の回復が見られたものの、全般的には予定の収益確保に

は至らず、経常損益につきましては、９億円の利益（前年同期13億８千３百万円の損失）にとどまり、

税金等調整後の四半期純損益は７億６千９百万円の利益（前年同期17億７千７百万円の損失）となりま

した。 

  

① 流動資産  

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ48億９千４百万円

増加し、394億４千５百万円となりました。これは主に売上高の増加に伴い受取手形及び売掛金が47億

４百万円増加したことによるものであります。  

② 固定資産  

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ６億１百万円減少

し、145億４千３百万円となりました。これは主に生産設備等の減価償却費の計上額11億５百万円と投

資有価証券についてその他有価証券の四半期末時価評価による１億９千７百万円の減少及び関係会社株

式等の取得による５億８千７百万の増加によるものであります。 

③ 流動負債  

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ26億３千３百万円

増加し、280億９千４百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金が20億３千６百万円増加し

たことと、１年内償還予定の社債が21億円減少したこと及び短期借入金が23億２千９百万円増加したこ

とによるものであります。 

④ 固定負債  

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ11億６千２百万円

増加し、79億８千６百万円となりました。これは主に長期借入金が11億５千８百万円増加したことによ

るものであります。 

⑤ 純資産 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億９千６百万円増加し、

179億８百万円となりました。これは主に利益剰余金が７億９千万円増加したこととその他有価証券評

価差額金が１億３千３百万円減少したこと及び為替換算調整勘定が１億３千４百万円減少したことによ

るものであります。 

  

平成23年３月期の通期の業績予想につきましては、平成22年10月20日に「業績予想の修正に関するお

知らせ」において公表いたしました通期の業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日

（平成23年１月31日）発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

・たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

  

・会計基準等の改正に伴う変更 

 ①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

 これに伴う、当四半期連結累計期間の営業損益、経常損益及び税金等調整前四半期純損益に与え

る影響はありません。  

 ②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、当四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は

それぞれ５百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は46百万円減少しております。 

  

・上記の「会計基準等の改正に伴う変更」に含まれない表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

（キャッシュ・フロー計算書関係） 

 前第３四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めてお

りました「短期貸付けによる支出」（前第３四半期連結累計期間△31百万円）は、重要性が増したた

め、当第３四半期連結累計期間においては、区分掲記することに変更しました。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,258 3,918

受取手形及び売掛金 25,131 20,426

商品及び製品 5,779 4,265

仕掛品 96 120

原材料及び貯蔵品 5,497 5,020

繰延税金資産 80 138

その他 710 739

貸倒引当金 △108 △80

流動資産合計 39,445 34,550

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,131 9,250

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,655 △5,568

建物及び構築物（純額） 3,475 3,682

機械装置及び運搬具 18,821 19,581

減価償却累計額及び減損損失累計額 △16,213 △16,168

機械装置及び運搬具（純額） 2,608 3,412

工具、器具及び備品 934 1,260

減価償却累計額及び減損損失累計額 △632 △852

工具、器具及び備品（純額） 302 408

土地 3,258 3,258

リース資産 13 13

減価償却累計額 △3 △1

リース資産（純額） 9 11

建設仮勘定 33 19

有形固定資産合計 9,687 10,792

無形固定資産

のれん 91 131

その他 106 102

無形固定資産合計 198 234

投資その他の資産

投資有価証券 3,154 2,885

長期貸付金 17 19

繰延税金資産 1,045 760

その他 734 749

貸倒引当金 △294 △296

投資その他の資産合計 4,657 4,118

固定資産合計 14,543 15,145

資産合計 53,988 49,695
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,833 4,797

短期借入金 19,392 17,063

1年内償還予定の社債 － 2,100

未払金 390 321

未払法人税等 31 40

未払消費税等 48 5

未払費用 970 737

賞与引当金 94 206

その他 332 188

流動負債合計 28,094 25,460

固定負債

社債 300 300

長期借入金 6,940 5,781

退職給付引当金 427 498

役員退職慰労引当金 8 8

資産除去債務 92 －

負ののれん 19 33

その他 197 199

固定負債合計 7,986 6,823

負債合計 36,080 32,284

純資産の部

株主資本

資本金 6,346 6,346

資本剰余金 8,852 8,852

利益剰余金 3,454 2,664

自己株式 △783 △782

株主資本合計 17,870 17,081

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 322 455

繰延ヘッジ損益 △18 18

為替換算調整勘定 △497 △363

評価・換算差額等合計 △193 111

新株予約権 200 195

少数株主持分 31 23

純資産合計 17,908 17,411

負債純資産合計 53,988 49,695
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

売上高 47,061 78,519

売上原価 45,675 74,467

売上総利益 1,386 4,051

販売費及び一般管理費

運搬費 977 1,218

貸倒引当金繰入額 64 27

役員退職慰労引当金繰入額 － 4

賞与引当金繰入額 22 26

その他 1,416 1,580

販売費及び一般管理費合計 2,480 2,857

営業利益又は営業損失（△） △1,094 1,193

営業外収益

受取利息 11 7

受取配当金 25 31

技術指導料 23 22

鉄屑売却益 30 61

その他 94 136

営業外収益合計 185 259

営業外費用

支払利息 326 397

持分法による投資損失 － 39

手形売却損 0 1

休止固定資産減価償却費 86 73

その他 62 39

営業外費用合計 475 552

経常利益又は経常損失（△） △1,383 900

特別利益

固定資産売却益 0 3

役員退職慰労引当金戻入額 1 －

投資有価証券売却益 － 98

特別利益合計 2 101

特別損失

固定資産除売却損 25 19

減損損失 － 200

関係会社整理損 － 56

割増退職金 17 －

役員退職慰労引当金繰入額 － 8

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40

特別損失合計 43 326

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△1,424 676

法人税、住民税及び事業税 83 38

法人税等調整額 282 △138

法人税等合計 366 △100

少数株主損益調整前四半期純利益 － 776

少数株主利益又は少数株主損失（△） △13 7

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,777 769

㈱大紀アルミニウム工業所(5702) 平成23年３月期 第３四半期決算短信

－6－



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,424 676

減価償却費 1,496 1,105

減損損失 － 200

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13 △71

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △485 △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） 60 25

受取利息及び受取配当金 △37 △38

支払利息 326 397

持分法による投資損益（△は益） － 39

投資有価証券売却損益（△は益） － △98

有形固定資産除売却損益（△は益） 6 15

売上債権の増減額（△は増加） △6,102 △4,709

たな卸資産の増減額（△は増加） 259 △1,961

仕入債務の増減額（△は減少） 1,980 2,033

その他 266 425

小計 △3,665 △1,918

利息及び配当金の受取額 37 53

利息の支払額 △327 △379

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 91 △30

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,864 △2,275

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △343 △200

有形固定資産の売却による収入 3 8

投資有価証券の取得による支出 △56 △587

投資有価証券の売却による収入 － 120

短期貸付けによる支出 － △115

短期貸付金の回収による収入 0 81

その他 83 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △313 △702

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 17,243 25,798

短期借入金の返済による支出 △17,515 △23,410

長期借入れによる収入 500 2,500

長期借入金の返済による支出 △1,723 △1,423

社債の償還による支出 － △2,100

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △1

その他 △0 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,497 1,362

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △45

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,683 △1,660

現金及び現金同等物の期首残高 8,101 3,902

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,417 2,241
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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